(様式４)
平成２８年１２月１３日

  平成２８年度　第２回　大阪市立十三中学校　学校協議会 実施報告書

校　名　　大阪市立十三中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  校長名　　森　　健  　　　　
	日 時
	平成２８年１２月１２日（月）　１９時００分～２１時００分

	場 所
	ミーティング　ルーム

	出
席
者
	委員
など
	
西岡　和昭（会長）　中瀬　敏和（副会長）　脇　順子（委員）　亀井　仁志（委員）　笹島　美智代（委員）　木原　俊之（委員）


	
	校園
	森　健（校長）　吉田　直史（教頭）

	
	区役所
	榊　正文（淀川区長）　　佐多　隆彰（市民協働課　課長代理）

	議題
	（１）区役所より
（２）学校より報告・説明
（３）討議
　　　　　案件①「運営に関する計画・自己評価（中間評価）」について
②その他

	協議
要旨
	協議の結果
	意見の概要

	
	（１）












（２）
（３）

























	区役所より資料を使用して説明
◎区長挨拶
①平成２８年度全国学力・
学習状況調査の結果につ
いて
　　②教職員の不祥事の頻発に
ついて
　　③学校安心ルールについて
　　④ヨドネル（睡眠習慣改善）
調査結果について
　　⑤塾代バウチャー事業につ
いて

◎「運営に関する計画・自己評
    価（中間評価）」について
①学力の向上
　・読書や学習意識水準は高ま
りつつある。








②道徳心・社会性の育成
　・いじめゼロを達成するため、
いじめアンケートを実施し
ている
③健康・体力の保持増進
　・体力も増進傾向にあり、睡
眠もヨドネルと連携しつつ
改善する必要性がある。
④学校に対する関心の高まり　　　
　・学校HPを着実に更新し、
閲覧数も増えてきた。


◎その他
①入試対策という進路指導行事
を1年生より開始して欲し
い。

②『学校安心ルール』について、
今年度中に配付する予定であ
る。
	














＊全国学力・学習状況調査について、平成
27年度と28年度を比較して全国平均と
の差が拡大した。進路決定資料から全国
学力・学習状況調査が除外された影響と
捉えられるが、外的要因に左右されない
ことを要望する。
＊読書活動のさらなる継続を望むが、多様
なジャンルを経験させる必要がある。
＊教育指導力の充実は、『waku×2　com
－bee』周知徹底して実行しなければならない。
＊生徒が安全かつ安心に過ごせる学校運
営をめざしてほしい。


＊『淀川すいみん白書』の結果を踏まえ、
生徒へ生活習慣指導と保護者啓発を視
野に入れて欲しい。

＊昨年度の閲覧数を超えるように、HPの
更新を促進してほしい。




＊1年生は「職業講話」2年生は「職場体
験」を進路指導年間指導計画に位置付け
ており、高校進学へのアプローチも実施
している。
＊『学校安心ルール』の内容はあくまでも
例示であり、生活指導のひとつの基準と
して試行的に運用することを確認して
欲しい。

	協議
資料
	・平成２８年度　運営に関する計画・自己評価（総括シート）
・平成２８年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）
・十三中学校　学力向上策概論
・第２回研究授業について
・研究授業・協議会　記録用紙
・十三中学校　授業のルール５か条
・学力向上委員会　議題
・学校HP
・元気アップ通信
・漢字能力検定
・全国学力・学習状況調査の回帰分析
・平成２８年度　チャレンジテスト分析
・アンケート調査および結果（対象：生徒・保護者・教職員）
・平成２８年度　教科別『学習の進め方』一覧
・学校安心ルール

	備考
	傍聴者[ ２ ]名　　保護者２名
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